
経
済
学
者
の
思
返
．し
ｂ

～

島
々
へ
の
提
言

～

叶
　
芳
和

黒
糖
焼
酎
は
奄
美
の
ラ
ム
　
　
７０
年
前
、
奄
美
群
島
が
日

酒
で
あ
る
。
酒
の
分
類
で
言
　
・本
復
帰
し
た
時
、
酒
税
法
上

う
と
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ

（蒸
自
　
の
税
率
が
１
許
認
当
た
り
焼

酒
）
に
属
し
、
ウ
オ
ッ
カ
、　
酎
乙
類
（％
度
）
約
７
万
円
、

テ
キ
ー
ラ
、
ジ
ン
、
ラ
ム
、　
ス
ピ
リ
ッ
ツ
約
１４
万
円
と
大

焼
酎
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
兄
弟

き
な
格
差
が
あ
り

（１
９
５

だ
。
黒
糖
を
原
料
に
す
る
焼

３
年
当
時
）
、
奄
美
の
黒
糖

酎
は
ラ
ム
で
あ
り
、
黒
糖
焼

一焼
酎
は
そ
の
ま
ま
だ
と
ラ
ム

酎
は

「奄
美
産
ラ
ム
」
で
あ
　
酒
の
税
率
が
課
さ
れ
、
本
土

る
。
た
だ
し
、
日
本
の
酒
税
　
で
販
売
す
る
に
あ
た
り
競
争

法
上
は
ス
ピ
リ
ッ
ツ
で
は
な

上
杯
利
に
な
る
た
め
、
米

く
、
本
格
焼
酎
（乙
類
焼
酎
）

麹
を
併
用
す
る
こ
と
で
焼

で
あ
る
。
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度
は
４０
万
円
で
あ
る
。
ス
ピ

リ
ッ
ツ
だ
か
ら
何
円
、
焼
酎

だ
か
ら
何
円
と
い
う
定
め
で

は
な
い

（２
０
１
７
年
酒
税

改
正
。
段
階
的
実
施
）。

サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
汁
１
０

０
％
で
造
る

「ア
グ
リ
コ
ー

ル
ラ
ム
」
を
造
っ
て
、
奄
美

の
力
を
見
せ
て
は
ど
う
か
。

付
加
価
値
が
高
く
、
地
域
振

興
の
起
爆
剤
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

ラ
ム
酒
や
ジ
ン
な
ど
ス
ピ

リ
ッ
ツ

（蒸
留
酒
）
は
、
世

界
中
で
成
長
産
業
に
な
っ
て

い
る
。表
２
に
示
す
よ
う
に
、

世
界
市
場
で
ラ
ム
は
７５
万
計

ν
か
ら
１
３
９
万
″
メ
ヘ
、

表 1 ラム酒の製法と特徴

製  法 原  料 特  徴

トラディショナル

(イ ンダストリアルヽ
糖蜜(モ ラセス)

年間通してラム製造可能

ラムの 9割 以上を占めろ

アグリコール サ トウキビ搾り汁10Э賃

チロワールが しっか り表現 され香 り

豊かなラム,仏海外県やハ イチ等。

ヌ穫期 ‐産地限定製造。

ハイテストモラセス
サトウキビ搾り汁を

加熱濃縮シロップ

亀醇/Jl瑣貝l的.洗萩された風・t,

令蔵保存可能なシロップを使うので,年 間を通してラム製造ら「

奄
美
ラ
ム
の
可
能
性

酎
と
同
じ
税
率
に
し
た
。
そ

う
し
て
誕
生
し
た
の
が

「黒

糖
焼
酎
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
奄
美
黒
糖
焼
酎

は
米
麹
を
使
う
以
外
は
ラ
ム

の
製
法
と
同
じ
で
あ
る

（音

は
黒
糖
焼
酎
も
、
米
や
米
麹

を
使
わ
ず
、
ラ
ム
と
同
様
の

方
法
で
造
ら
れ
て
い
た
）
。

な
お
、
こ
の
税
率
格
差
は

６
年
前
に
是
正
さ
れ
、
今
は

焼
酎
も
ス
ピ
リ
ッ
ツ
も
税
率

は
同
じ
だ
。
現
在
は
ア
ル
コ

ー
ル
度
数
別
の
税
金
に
な

り
、
税
率
は
ア
ル
コ
ー
ル
度

数
２５
度
は
‐
ξ
ν
当
た
り
２５

万
円
、

３０
度
は
３０
万
円
、

４０

ジ
ン
は
４３
万
計
鰐
か
ら
η
万

計
房
へ
増
加
。
特
に
近
年
は

ジ
ン
の
成
長
が
著
し
い
。

奄
美
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産

の
適
地
で
あ
る
か
ら
、
世
界

で
も
希
少
価
値
と
し
て
伸
び

て
い
る

「ア
グ
リ
コ
ー
ル
ラ

ム
」
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

ラ
ム
は
製
法
に
よ
っ
て
３
種

類
あ
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
作

れ
な
い
地
域
で
も
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ラ
ム
は
造
れ
る
。

廃
糖
蜜
は
貿
易
品
と
し
て
世

界
中
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
ド
イ
ツ
で
も
廃
糖
蜜

を
輸
入
し
て
ラ
ム
を
造
っ
て

い
る
。
世
界
で
流
通
し
て
い

る
ラ
ム
の
９０
％
以
上
は
こ
れ

だ
。
大
量
生
産
で
価
格
も
安

い
。こ

れ
に
対
し
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
搾
り
汁
１
０
０
％
で
造
る

ア
グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
は
、
サ

ト
ゥ
キ
ビ
の
生
産
地
で
収
穫

期
に
し
か
造
れ
な
い
。
サ
ト

ウ
キ
ビ
搾
り
汁
は
す
ぐ
に
劣

化
す
る
の
で
、
限
ら
れ
た
場

所
と
時
期
で
し
か
造
れ
な

い
。
ア
グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
は

世
界
の
ラ
ム
の
３
％
程
度
で

希
少
だ
。

ァ
グ
リ
コ
ー
ル
ラ
ム
は
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
汁
１
０
０

％
を
発
酵
さ
せ
、
そ
れ
を
蒸

留
し
て
造
る
。
単
式
蒸
留
釜

が

一
つ
あ
れ
ば
い
い
。
設
備

投
資
は
３
０
０
万
円
も
あ
れ

ば
で
き
る
。
奄
振
交
付
金
の

最
適
な
使
途
で
あ
る
べ
き

だ
。
奄
振
基
金
の
融
資
も
活

用
で
き
る
。
ま
た
、

ク
ラ
ウ

デ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
も
１
千

万
円
く
ら
い
は
難
し
く
な
い

で
あ
ろ
う
。
要
は
や
る
気
の

問
題
だ
。
セ
ン
ス
の
い
い
若

い
移
住
者
た
ち
に
と
っ
て
魅

力
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

沖
縄
で
は
、
ラ
ム
酒
造
り

へ
の
参
入
が
相
次
い
で
い

る
。
２
０
０
０
年
代
初
め
か

ら
南
大
東
島
で
は
ラ
ム
が
造

ら
れ
て
い
る
が

（婦
グ
レ
ィ

ス
ラ
ム
、
商
品
名
Ｃ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｒ
コ
ル
コ
ル
）
、
近
年
、

各
離
島
で
ラ
ム
づ
く
り
が
始

ま
っ
た
。
２
０
２
０
年
代
に

入
っ
て
、
沖
縄
本
島
の
瑞
穂

酒
造
が
音
頭
を
取
っ
て
、
伊

平
屋
島
、
与
那
国
島
、
等
々
、

黒
糖
が
造
ら
れ
て
い
る
八
つ

の
離
島
で
黒
糖
を
原
料
と
し

て
ラ
ム
生
産
が
始
ま
っ
た
。

泡
盛
の
消
費
減
少
、
黒
糖
余

剰
が

一
つ
の
背
景
で
あ
ろ

，つ
。こ

の
ラ
ム
を
沖
縄
で
は

「黒
糖
酒
」
と
も
呼
ん
で
い

る
。
ま
た
、
多
良
間
島
産
の

ラ
ム
は
原
料
に
米
麹
も
併
用

し
て
い
る
よ
う
だ
。
奄
美
の

黒
糖
焼
酎
と
同
じ
だ
。
１
９

７
０
年
代
、
「韓
国
産
」
の

大
島
紬
が
国
内
流
入
し
、
奄

美
の
細
業
界
は
大
打
撃
を
受

け
た
が
、
近
年
の
沖
縄
等
の

ラ
ム
参
入
は

「第
二
の
韓
国

紬
」
に
な
る
危
険
は
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

先
月
本
棚
で
明
ら
か
に
し

た
よ
う
に
、
千
葉
県
房
総
半

島
で
も
ラ
ム
を
造
っ
て
い
る

（８
月
Ｈ
日
付
）
。
世
界
的
な

成
長
分
野
と
み
て
、

ラ
ム
や

ジ
ン
ヘ
の
参
入
は
多
い
。「焼

酎
」
よ
り
も
、
ラ
ム
の
方
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高
く
、

若
者
に
よ
る
新
規
参
入
が
多

い
。酒

税
法
と
の
関
係
で
、
奄

美
で
は
ラ
ム
を
造
れ
な
い
と

い
う
説
が
あ
る
。
酒
税
法
の

特
珈馨
置

に
よ
っ
て
、
里
糖

を
使
っ
て

「焼
酎
」
を
造
れ

る
の
は
大
島
税
務
署
管
内
に

限
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
黒
糖

焼
酎
は
奄
美
群
島
だ
け
に
認

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
制

に
よ
り
、
奄
美
の
黒
糖
焼
酎

産
地
は
保
護
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
他
産
地
が
黒
糖

焼
酎
造
り
に
参
入
し
て
く
る

の
を
、
国
理
庁
が
行
政
指
導

で
抑
制
し
て
い
る
。そ

れ
故
、

奄
美
は
黒
糖
焼
酎
以
外
の
焼

酎
の
製
造
は
遠
慮
し
て
く
れ

と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

規
制
は
業
界
の
保
護
の
た

め
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
時
の
変
化
と
と
も
に
、

保
護
の
た
め
の
規
制
が
産
業

の
発
展
を
妨
げ
る
こ
と
も
あ

る
。
規
制
が
産
業
を
減
ぼ
す

わ
け
だ
。
奄
美
の
黒
糖
焼
酎

業
界
は
そ
う
な
ら
な
い
こ
と

を
祈
り
た
い
。

ラ
ム
や
ジ
ン
な
ど
、
ス
ピ

リ
ッ
ツ
は
世
界
的
な
成
長
分

野
に
な
っ
て
い
る
。
奄
美
の

酒
造
組
合
は

「黒
糖
焼
酎
規

制
検
討
乗
員

き

を
作
っ
て

議
論
を
深
め
て
は
ど
う
か
。

黒
糖
焼
酎
と
ラ
ム
酒
が
両
立

す
る
道
を
探
る
。
酒
税
法
に

触
れ
な
い
で
成
長
分
野
に
参

入
で
き
る
道
を
研
究
す
れ
ば

い
い
。
も
ち
ろ
ん
、
既
存
の

焼
酎
業
界
の
外
か
ら
の
新
規

参
入
が

一
番
歓
迎
さ
れ
よ

，つ
。夕

闇
が
迫
る
頃
、
昼
間
の

労
働
を
癒
や
す
「だ
れ
や
め
」

に
、
男
た
ち
は
黒
糖
焼
酎
を

飲
ん
で
き
た
。
黒
糖
焼
酎
は

江
戸
時
代
か
ら
続
く
奄
美
の

民
族
の
酒
で
あ
り
、
世
界
に

冠
た
る
銘
酒
だ
。
残
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
同

時
に
、
「成
長
」
要
素
も
必

要
だ
。
ラ
ム
や
ジ
ン
等
へ
の

多
角
化
の
道
も
模
索
し
た

い
。（元

拓
殖
大
学
教
授
／
竜

美
在
来
種
研
究
所
長
）

表2世界のラム&ジンの消費量推移(単位 :千kl、
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ｕ
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加
藤
　
里

日
本

常

日

私
の
父
は
、

４８
歳
４‐
日
で

亡
く
な
っ
た
。
私
が
２２
歳
の

時
ただ

っ
た
。
あ
れ
か
ら
２６
年

が
経
ち
、
私
も
父
が
亡
く
な

っ
た
年
齢
に
な
っ
た
。
親
を

早
く
亡
く
し
た
人
が
よ
く
、

「死
ん
だ
親
の
年
齢
を
自
分

は
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
不
安
だ
」
と
言
ラ
の
を
耳

に
す
る
が
、
私
も
同
じ
よ
う

な
気
持
ち
だ
っ
た
。

特
に
、
父
は
自
死
だ
っ
た

た
め
、
私
も
い
つ
か
父
と
同

じ
よ
う
に
自
ら
命
を
絶
ち
た

く
な
る
の
か
と
、
死
を
身
近

に
置
き
な
が
ら
過
ご
し
て
き

た
。
ど
う
生
き
る
か
と
い
う

こ
と
よ
り
も
、
ど
こ
で
ど
う

死
ぬ
の
か
と
い
う
死
生
観
が

先
立
っ
て
い
た
私
は
、
父
が

亡
く
な
っ
た
年
齢
に
近
づ
く

に
つ
れ
て
、
不
安
を
ど
ん
ど

ん
大
き
く
し
て
い
っ
た
。

７
月
下
旬
、
私
の
４８
歳
４‐

日
日
は
プ
ラ
ジ
ル
で
迎
タ

」
轟

薫

霧

が
生
き
た
年
月
を
越
え
、
マ

よ
り
ほ
ん
の
少
し
長
生
き
が

で
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
艦

間
に
、
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
９

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
ず
っ
キ

身
近
に
置
い
て
い
た
死
が
、

す
―
っ
と
遠
ざ
か
っ
て
い
ど


